
2015年 本試 数学 IA 第 1問 二次関数 

アイ 
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 xy  

より、頂点は )3,1(  

 

ウエ 

頂点が )3,1( から )3,1( qp  に移ったので、 

  qpxxf  3)1()(
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グラフは上に凸だから、x=2 で最大となるには次の図のようになればいい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

つまり、軸 21 ≦p （軸がちょうど x=2 でも条件を満たすので不等号は≦） 

よって 1≦p  
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定義域 2≦x≦4 の中央である x=3 よりも、軸が右側にあれば x=2 で最小となる。 

つまり、軸 31 ≧p （軸がちょうど x=3 でも条件を満たすので不等号は≧） 

よって 2≧p  

  

軸 

x=2 

x=4 

軸 
x=2 

x=4 
x=3 



キクケコサシ 

解答欄から「解なし」とはならない様子なので、「方程式 0)( xf の解が 3,2x である」

と問題を置き換える。 

  qpxxf  3)1()(
2

で、 0)3()2(  ff だから、 

    qpqp  3)1(33)1(2
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 pp  23     ←
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BA  のとき BA   

 

よって、 

pp  23 または pp  23  

前者は
2

1
p 、後者は p が消え、不適。よって、
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また、   03)1(2
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2015年 本試 数学 IA 第 1問 論理・三角比 

[1] 論理 

ア 

対偶は否定の逆。 

21
pp かつ 全体を否定すると、

2121
pppp またはかつ   

21
qq かつ 全体を否定すると、

2121
qqqq またはかつ   

よって、「
21

qq または 」ならば「
21

pp または 」 

 

イウエ 

「
21

pp かつ 」は、n も n+2 も素数となるような 30 以下の自然数 n だから、 

 29,17,11,5,3n （1 は素数ではない） ・・・① 

 

「
21

qq かつ 」は、n+1 が、6 の倍数であるが 5 の倍数ではない 30 以下の自然数 n だから、 

 24,18,12,61 n より 

 23,17,11,5n  ・・・② 

 

①を満たしながら②を満たさないものが反例なので、 29,3n  

 

 

  



[2] 三角比 

オ 

余弦定理より、 


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クケコサ 

正弦定理より、 
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シスセ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

△APC で正弦定理より、 R
APC

AC
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
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
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 ・・・① 

 

ここで点 P が線分 BD 上を B から D に向かって動くとき APC の大きさの変化を見る。 

(i) P=B のとき APC ＝120°（
2

3
120sinsin 


APC ） 

これより P が D に向かうと、 APC は小さくなっていく。（ APCsin は増えていく） 

(ii) BD⊥AP となるとき APC ＝90°（ 190sinsin 


APC 。この時 APCsin は最大。） 

これより P が D に向かうと、 APC は小さくなっていく。（ APCsin は減っていく） 

(iii) P=D のとき、△CAD で正弦定理より
ACBAPC 


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つまり、
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7
sin  ACBAPC  

P はここまで動くので、以上をまとめると、 1sin
2

1
≦≦ APC となる。 

よって①より

2

1
2

7

12

7




≦≦ R 、つまり、 7
2

7
≦≦ R となる。 

D 

A 

B 

C 

120° 

3 

5 

33  

（点 D を AB より下側の直線 BC 上に

とると∠ADC は鈍角になってしまう） 
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2015年 本試 数学 IA 第 3問 データの分析 

ア 

全部で 40 人いるから、第 3 四分位数は低い方から数えて、30 番目と 31 番目の平均とな

る。 

30 番目も 31 番目も 25 以上 30 未満の階級に入っている。 

 

イウエオ 

・最小値は 5 以上 10 未満→全て OK 

・最大値は 45 以上 50 未満→全て OK 

・第 1 四分位数は 15 以上 20 未満→0 番、1 番、4 番は正しい。2 番、3 番、5 番は誤り。 

・中央値は 20 以上 25 未満→全て OK 

・第 3 四分位数は 25 以上 30 未満→1 番、4 番、5 番は正しい。0 番、2 番、3 番は誤り。 

よって 1 番、4 番以外は不適。 

 

カキ 

A-a：全員の記録が下がっているのに第 1 四分位数の存在する階級が上がっているのがおか

しい。 

初めの第 1 四分位数は 15 以上 20 未満に存在していたので、下位 4 分の 1 は 20 未満

に存在していたことになる。全員の記録が落ちれば同じく下位 4 分の 1 はどんなに高

くても 20 未満に存在する。第 1 四分位数の存在する階級が上がることはない。 

B-b：全員の記録が上がっているので、最小値、最大値、四分位数が同じか上の階級になっ

ていてもおかしくない。 

C-c：初めに最高点をとった人も記録を伸ばしたはずなのに、最大値が下がっているのがお

かしい。 

D-d：最小値、第 1 四分位数が下がり、最大値、第 3 四分位数が上がっていてもおかしくな

い。 

 

ク 

相関係数を計算する。 

分母は「1 回目の標準偏差×2 回目の標準偏差」、分子は共分散 

98.621.8

3.54


≒

4.57

3.54

72.8

3.54



≒0.94 

 

※0.01 や 0.02 の差は無視していい。先に四捨五入すると計算が楽。なお、相関係数は－1 か

ら 1 までの値を取る。  



2015 年 本試 数学 IA 第 4 問 確率 

アイ 

左端は 3 色のどれでもいいので 3 通り。 

その右隣は 1 色目と違う 2 色から選ぶので 2 通り。 

次も同様に 2 通り。 

右端まで同様に 2 通り。 

よって、 4822223  通り 

 

ウエ 

中央を赤とすると、その両隣は青または緑の 2 通り。両端は「赤」または「1 つ前で選ばな

かった色」のどちらかを塗るので、計 2×2＝4 通り。 

（具体的には、赤緑赤緑赤、赤青赤青赤、緑青赤青緑、青緑赤緑青の 4 通り） 

中央が青の場合も緑の場合も同様に 4 通りずつあるので、計 12 通り。 

 

オ 

青緑青緑青または緑青緑青緑の 2 通り 

 

カ 

左端、中央、右端が赤。その間には青と緑を総当りで入れるので、2×2=4 通り。 

（具体的には、赤青赤青赤、赤青赤緑赤、赤緑赤青赤、赤緑赤緑赤の 4 通り） 

 

キ 

赤が左端の場合：赤青緑青緑と赤緑青緑青 

赤が右端の場合：青緑青緑赤と緑青緑青赤 

以上 4 通り 

 

クケコサ 

赤が左から 2 番目の場合：青赤青緑青、青赤緑青緑、緑赤青緑青、緑赤緑青緑 

赤が左から 3 番目の場合：青緑赤青緑、青緑赤緑青、緑青赤青緑、緑青赤緑青 

赤が左から 4 番目の場合：青緑青赤青、青緑青赤緑、緑青緑赤青、緑青緑赤緑 

以上 12 通り。キと合わせれば赤が 1 枚なのは 4+12＝16 通り。 

 

シス 

余事象を考える。全体から、赤が 0 枚（オ）、赤が 1 枚（コサ）、赤が 3 枚（カ）の場合を

それぞれ引く。48－2－16－4＝26 通り  



2015 年 本試 数学 IA 第 5 問 整数 

アイウ 

732756
32
  

 

エオ 

約数の個数：各素因数の指数+1 を全てかける。 

24243)11()13()12(   

 

カキ 

mmam  7332732
32

 

ここで、  73m (整数の 2 乗)であればいいので、 21173
2
m が最小。 

 

クケコ 

kkkam 1262132217332
2

  

 

サシスセ 

ユークリッドの互除法より 

51111126   ・・・① 

12511   ・・・② 

25111     ←②から「1＝」の形を作り出す。 

2)1111126(11   ←①から 5 を消して 11 と 126 だけで表す 

2211212611   

)23(11)2(126   

 

111126  lk  

1)23(11)2(126)   

0)23(11)2(126  lk  ←辺々引いて右辺の 1 を消す 

)23(11)2(126  lk   ←126と 11 は互いに素なので k+2 は 11 の倍数 

nk 112   

211  nk （n は整数） 

最小の自然数 k は 1n として 9k  

 



このとき、 )23(11)2(126  lk に、 9k を代入して 

)23(1111126  l  

12623 l  

103l  

 

※念のため、l も解を出しておくと、 

)23(11)2(126  lk で、 nk 112  （n は整数）を代入して、 

)23(1111126  ln  

23126  ln  

23126  nl  

（シスセではここで 1n とした） 

 

 

ソタチツ 

am は 11 で割ると 1 余る自然数なので、 111  lam （ l は 0 以上の整数）とおける。 

ここで、クケコより
2

21km  、 kam 126 （ k は自然数）だから、一次不定方程式、

111126  lk が成立する。 

この方程式の解は(3)より、 211  nk 、 23126  nl （n は整数）となり、最小の自然数

k は 1n として 9k である（サより）。 

 

問題文(2)より、
2

21km  なので、最小の自然数m は 9k を代入して、 1701921
2
m  

 

  



2015 年 本試 数学 IA 第 6 問 図形の性質 

アイ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

方べきの定理より、 

1052CD CACBCE ・＝・  
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5552  CBCEBE  

 

エオカ 

B は CE の中点だから、AB は中線。 

重心は中線 AB 上にあり、AB を 2：1 に内分する点だから、AG=
3

10

3

2
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キク 

メネラウスの定理より、 
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ケコ 

弧 BD についての円周角より∠CAB=∠CED 

∠C が共通だから、△ABC∽△EDC 

AB：ED＝BC：DC＝AC：EC 

5：ED＝ 5 ：2＝5： 52  
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サシス 
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より、PD：EP＝3：5 
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2015 年 本試 数学 IIB 第 1 問 三角関数・指数対数関数 

[1] 三角関数 

ア 

24)sin(cos4sin4cos4)sin2()cos2(
222222

 OP  

 

イ 

)7sin,7(cos)sin2,cos2()7sinsin2,7coscos2(   OPOQPQ より 

17sin7cos
22

 PQ  

 

ウエオ 

222
)7sinsin2()7coscos2(  OQ  

)sin7sincos7(cos4)7sin7(cos)sin(cos4
2222

   

)sin7sincos7(cos414    

)sin7sincos7(cos45    

)7cos(45     ←加法定理 

6cos45   

 

カキ 

48





≦≦ より 

4
66

8
6





 ≦≦  

2

3
6

4

3 



≦≦  ・・・① 

06cos1 ≦≦   

ここで、 6cos45 OQ だから、 06cos  つまり、
2

3
6


  、

4


  のとき、

5OQ が最大値。 

  



ク 

直線 OP は原点を通るので、y 切片は 0 となる。傾きを考えて、 

xy




cos2

sin2
  

xy




cos

sin
  

0)(cos)(sin  yx   

 

ケ 

直線 0)(cos)(sin  yx  上に Q があればいいので、ここに Q の座標を代入する。 

0)7sinsin2(cos)7coscos2(sin    

07sincoscossin27cossincossin2    

07sincos7cossin    

0)7sin(        ←加法定理 

0)6sin(    

06sin    

06sin   

ここで①より、
2

3
6

4

3 



≦≦ だから、 

 6  

6


   

 

別解 

OP と PQ の傾きが等しいので、 









7cos

7sin

cos2

sin2
  

 7tantan   

よって、 

 n27  、または、  n27  （ n は整数） 

 n26  、または、  )21(6 n  

ここで①より、
2

3
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4

3 



≦≦ だから、 

 )21(6 n で 1n として、  6 、
6


  のみ成立する。 
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7sin  



 

コ 

三平方の定理より、
222

OPPQOQ   

2OP 、 1PQ （ア、イより）だから、 

31412
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サシ 

6cos45
2

OQ （オより）だから、 
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[2] 指数・対数 

スセソタチツテ 
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②の両辺を 3 乗して、 
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①に代入して、 

ayyb 
 2

3

33
 

32

3




 aby  

  3

2
3

3

2

2

3




















aby  

23

2

bay


  

③に代入して 

32632

3

23

2

3 



















 babbababx  

 

トナニ 
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2ab  だから、 
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ヌネノハ 

02
23
≧


a 、 02

22
≧a なので相加相乗平均より最小値は、 

2
2

1
22222222

122232223
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